
京都府農林水産技術センター公式SNS運用方針 

（作成日：令和４年９月１２日） 

１. アカウント名 

（１）京都府農林水産技術センターYouTube 

（２）京都府農林水産技術センター生物資源研究センターYouTube 

（３）京都府農林水産技術センター生物資源研究センターtwitter 

（４）kyoto_ikarihighlandfarm（京都府農林水産技術センター畜産センター碇高原牧場Instagram）  

２. URL 

（１）  https://www.youtube.com/channel/UCycu4ONh4LNcKmZBWPzbTrQ/featured  

（２） https://www.youtube.com/channel/UCoCeJMuZVvNjTXJXmHtKSHw 

（３） https://twitter.com/kyoto_shigenken 

（４）https://www.instagram.com/kyoto_ikarihighlandfarm/ 

３. 運用担当 

（１）農林水産技術センター 企画室 

（２）、（３）農林水産技術センター 生物資源研究センター 応用研究部 

（４）農林水産技術センター 畜産センター 碇高原牧場 

４. 情報発信の目的と内容 

当センターの活動に関する最新情報、研究成果など旬の情報を発信することにより、京

都府の農林水産業や当センターを身近に感じてもらい、ファンを増やすこと。 

主な内容 

① 日々の研究活動情報 

② 施設公開やセミナーの案内 

③ 研究成果の紹介 

５. 対応時間 

原則として、平日の午前 9 時から午後 5 時までとします。 

６. 留意事項 

○ 情報配信を優先し、原則として、すべてのコメントに返信しません。 

○ 当アカウントから「いいね！」ボタンをする場合がありますが、これにより該当ペー

ジへの支持や賛同を示すものではありません。 

○ 投稿で記載されている内容に関する質問・意見については、当センターホームペ

ージ等から各部門センター研究部へ直接お尋ねください。 

○ 本方針は、必要に応じて変更し、変更した場合は、当センターホームページなどに

掲載します。 

○ 本twitterやFacebookやInstagram、YouTubeなどのページ（以下、当センター公式

SNSページ）は、運用担当の判断により閉鎖、更新停止等を行う場合があります。  

https://www.youtube.com/channel/UCycu4ONh4LNcKmZBWPzbTrQ/featured
https://www.youtube.com/channel/UCoCeJMuZVvNjTXJXmHtKSHw
https://twitter.com/kyoto_shigenken
https://www.instagram.com/kyoto_ikarihighlandfarm/


７. 注意事項 

以下に定める禁止事項に反する投稿は予告なく削除することがあります。 

また、当該内容の投稿者について、以後の投稿等を禁止する場合があります。 

① 法律、法令に違反する内容、または違反するおそれがある内容 

② 特定の個人・団体等を誹謗中傷するもの 

③ 政治、宗教活動を目的とするもの 

④ 著作権、商標権、肖像権など第三者の知的所有権を侵害するもの 

⑤ 広告、宣伝、勧誘、営業活動、その他営利を目的とするもの 

⑥ 人種・思想・信条等の差別または差別を助長させるもの 

⑦ 公の秩序または善良の風俗に反する内容 

⑧ 虚偽や事実と異なる内容及び単なる噂や噂を助長させるもの 

⑨ 本人の承諾なく個人情報を特定・開示・漏えいする等プライバシーを害するも

の 

⑩ 有害なプログラム等 

⑪ わいせつな表現などを含む不適切なもの 

⑫ その他、京都府が不適切と判断した情報及びこれらの内容を含むホームページ

へのリンク 

８. 免責事項 

① 当センター公式SNSページに掲載されている情報の正確さには万全を期していま

すが、京都府は利用者が当センター公式SNSページを用いて行う一切の行為に

対して、何ら責任を負うものではありません。 

② いかなる場合でも、京都府は、利用者または第三者が被った損害について、一切

の責任を負いません。 

③ 利用者間もしくは利用者と第三者間のトラブルにより、利用者または第三者に生じ

たいかなる損害について、京都府は一切の責任を負いません。 

９. 著作権 

当センター公式SNSページに掲載している個々の情報（テキスト、画像、イラスト、音声、動画

等）に関する著作権は、京都府又は正当な権利を有するものに帰属します。また、内容について

「私的使用のための複製」や「引用」などの著作権法上認められた場合を除き、無断で複

製・転用することはできません。 


